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池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
予
定
地

活
用
に
つ
い
て

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

中
学
校
給
食
諸
課
題
の
共
有
を
！

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

地
方
税
に
お
け
る

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施
を
！

沖
永　

明
久 
議
員

不
適
正
な
税
金
の
支
出

観
光
協
会
へ
の
業
務
委
託

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

知
的
・
精
神
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
を
！

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

カ
レ
ス
ト
座
間
地
区
の

再
開
発
計
画
に
つ
い
て
問
う

芥
川　

薫 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
を

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
予
定
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
要
望
が

強
い
救
急
対
応
が
可
能
な
総
合
的

病
院
の
誘
致
や
新
消
防
庁
舎
建
設

等
施
設
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
返
還
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
各
ゾ
ー
ン
が
使
用
す
る
用
地

買
い
取
り
費
用
・
総
合
的
病
院
の

診
療
科
目
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

特
定
政
策
推
進
室
長　

返
還
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
病
院
開

業
を
平
成　

年
春
の
目
標
と
し
て

２８

い
ま
す
の
で
、
実
現
で
き
る
よ
う

に
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

用
地
の
買
い
取
り
等
の
関
係
で

す
が
、
病
院
誘
致
ゾ
ー
ン
は
国
有

変
効
果
的
で
あ
り
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
と
と
も
に
徴
収
率
の
向

上
に
も
期
待
が
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
地
方
税

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施
に
つ
い

て
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
資
源

を
生
か
す
こ
と
は
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
間
違
い
な
く
つ
な
が
る

わ
け
で
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
す
る
た
め
、
現
在
税

等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
専
門
部
会

を
設
置
し
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
実
施

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

平
成　

年
度

２６

実
施
を
め
ど
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

地
の
転
貸
と
い
う
新
た
な
制
度
を

活
用
し
て
の
借
り
上
げ
で
す
。
ま

た
、
新
消
防
庁
舎
ゾ
ー
ン
は
時
価

で
の
買
い
取
り
、
公
園
ゾ
ー
ン
は

３
分
の
２
が
無
償
貸
与
、
残
り
は

時
価
で
買
い
取
り
、
道
路
・
歩
道

用
地
は
全
て
無
償
譲
与
で
す
。

　

健
康
部
長　

診
療
科
目
は
内
科
、

外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
小

児
科
な
ど
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
病
院
機
能
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

▽　

月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、
会

１１

２９

議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・
委

員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提

案
説
明

▽　

月　

日　

議
案
上
程
・
総
括
質
疑
・

１１

３０

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会
付

託▽　

月
６
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
７
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月　

日　

一
般
質
問
、議
案
上
程
・

１２

１０

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

▽　

月　

日　

議
案
上
程
・
委
員
会
審

１２

２１

査
報
告
･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員

会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
員
派
遣
に
つ

い
て
上
程
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
討
論
、
質
疑
、
総
括
質
疑
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
（　

月　

日
）

１１

２９

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議

員
）
、
伊
藤
正
（
新
政
い
さ
ま
）
、
中

澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
池
田
徳
晴

（
ざ
ま
大
志
会
）
、
安
海
の
ぞ
み
（
神

奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
小
野
た
づ
子
（
公
明

党
）

　

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

３０

　

佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
大
志
会
）
、
長
谷

川
光
（
新
政
い
さ
ま
）、
中
澤
邦
雄
（
日

本
共
産
党
）
、
稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）、

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

討
論
（　

月　

日
）

１２

２１

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議

員
）
、
京
免
康
彦
（
新
政
い
さ
ま
）
、

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
佐

藤
弥
斗
（
ざ
ま
大
志
会
）
、
稲
垣
敏
治

（
公
明
党
）
、
中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産

党
） 本本

会会
議議
のの
概概
要要

　

私
は
中
学
校
に
お
け
る
完
全
給

食
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
て
も
保
護

者　

・
９
％
、
中
学
生　

・
２
％
、

８５

５１

教
職
員　

・
９
％
が
給
食
を
希
望

２４

し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
庁
内
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
市
専
任
の

栄
養
士
が
献
立
を
作
成
し
安
全
な

食
材
を
発
注
す
る
と
と
も
に
民
間

業
者
の
調
理
施
設
を
利
用
す
る
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
が
、
授
業
課
程
へ

の
影
響
が
少
な
く
財
政
負
担
も
低

い
た
め
現
実
的
で
あ
る
と
さ
れ
、

事
前
準
備
経
費
は
約
５
４
０
万
円
、

初
期
投
資
経
費
約
１
億
４
３
０
万

円
、
経
常
経
費
毎
年
約
１
億
１
１

２
０
万
円
と
い
う
試
算
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
中

間
報
告
を
保
護
者
や
生
徒
、
先
生

で
共
有
し
、
一
緒
に
考
え
る
場
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

中
学
校
給
食
あ
り
方

検
討
懇
話
会
の
報
告
書
や
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
お
り
、
保
護
者
・
生
徒
・

先
生
方
に
ご
理
解
を
頂
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
が
ふ

え
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
社
会

に
あ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ

ル
も
多
様
化
し
、
今
や
コ
ン
ビ
ニ

は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
る
た

め
、
地
方
税
の
収
納
に
つ
い
て
も

コ
ン
ビ
ニ
を
活
用
す
る
こ
と
は
大

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
定
で

法
定
雇
用
率
が
民
間
２
％
、
国
・

地
方
自
治
体
は
２
・
３
％
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
問
題
な
の

は
精
神
障
が
い
者
は
雇
用
率
に
算

定
さ
れ
る
も
の
の
雇
用
の
義
務
は

な
い
こ
と
で
す
。
本
市
職
員
の
採

用
に
つ
い
て
知
的
や
精
神
の
障
が

い
を
持
つ
方
の
採
用
の
有
無
を
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
お
教

え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
が
い
特
性
に
対
応
し
社
会
参

加
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
本
市

と
し
て
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状

と
方
向
性
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
長　

知
的
・
精
神
の
障

が
い
を
持
つ
方
を
採
用
す
る
場
合
、

本
人
と
周
囲
双
方
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
在
は
そ
の
よ
う
な
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
、
採
用
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
部
長　

８
月
か
ら
障
が
い

者
就
労
実
習
体
験
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
知
的
・
精
神
障
が
い
者

の
就
労
に
つ
い
て
は
行
政
と
事
業

所
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
支
援
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
、　

年
度
と
市

１１

か
ら
座
間
市
観
光
協
会
へ
観
光
基

盤
整
備
事
業
委
託
料
と
し
て
年
間

４
６
０
万
円
が
支
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
観
光
協
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
成
果
報
告
書
に
よ
る
と
、「
観

光
協
会
の
事
業
計
画
」
「
会
員
加

入
促
進
」
「
会
報
の
編
集
事
務
」

な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
来
、
委
託
料
と
は
地
方
公
共

団
体
が
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
、

事
業
等
を
特
定
の
者
に
委
託
し
て

行
わ
せ
る
場
合
に
支
払
わ
れ
る
経

費
で
す
。
で
は
観
光
協
会
の
事
業

計
画
や
会
員
拡
大
は
、
地
方
公
共

団
体
の
権
限
に
属
す
る
も
の
か
と

言
え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
観
光
協
会
へ
の
業
務
委

託
は
、
不
適
当
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
支
出
は
不
適
正
だ
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

ご
指
摘
の
と

お
り
、
委
託
内
容
に
は
観
光
協
会

の
本
来
業
務
と
重
複
す
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
し
っ
か

り
と
精
査
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

日
産
自
動
車
カ
レ
ス
ト
座
間
地

区
の
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
完

成
時
期
と
計
画
の
提
案
を
受
け
て

の
市
と
し
て
の
考
え
方
と
再
開
発

に
よ
る
経
済
効
果
、
雇
用
効
果
に

つ
い
て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道　

号
線
沿
い
に
計

１３

画
さ
れ
て
い
る
緑
道
と
相
模
が
丘

仲
よ
し
小
道
と
の
協
調
性
に
つ
い

て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

法
人
市
民
と
の
協
働
と

い
う
観
点
か
ら
真
摯
に
受
け
と
め
、

今
後
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
部
長　

完
成
は
平
成　

年
２７

春
の
予
定
で
、
自
動
車
情
報
館
の

た
め
の
展
示
場
や
博
物
館
な
ど
と

大
型
商
業
施
設
の
た
め
の
店
舗
、

飲
食
店
や
映
画
館
な
ど
と
な
り
ま

す
。
約
３
千
人
の
雇
用
の
う
ち
約

　

％
が
地
元
雇
用
と
さ
れ
、
提
案

７０者
の
試
算
で
は
、
５
億
円
の
納
税

が
発
生
し
地
域
に
還
元
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
る
緑
道

は
、
市
が
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
仲
よ
し
小
道
と
の
連
続
性
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
時
に
落
下
物
か
ら
頭
を
守

る
た
め
の
策
と
し
て
、
現
在
、
本

市
の
小
学
校
で
は
防
災
頭
巾
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
は

何
ら
対
策
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
昨
年
の
震
災
後
の
余
震
が
続

く
中
、
小
学
生
が
防
災
頭
巾
で
頭

を
守
る
一
方
で
、
中
学
生
は
何
も

頭
な
ど
を
覆
う
も
の
が
な
く
登
下

校
を
し
て
い
ま
し
た
。
災
害
時
の

落
下
物
対
策
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
購
入
し
、
学
校
・
家
庭
両
用
と

し
て
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
ま
す
。

　

市
で
全
額
負
担
す
る
こ
と
は
厳

し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
護
者

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
一
定

の
ご
負
担
と
公
費
で
児
童
・
生
徒

に
持
た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
、
ご
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

教
育
長　

個
人
で
使
用
す
る
も

の
は
、
原
則
個
人
で
の
ご
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
防
災
頭
巾
や
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
現
在
１
校
も
な

く
、
中
学
校
と
教
育
委
員
会
と
し

て
も
協
議
す
べ
き
内
容
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問（
要
旨
を
掲
載
）

１７
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